
一般国道115号（東北中央自動車道） 相馬福島道路（霊山～福島）に係る新規事業採択時評価
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図２ 事業位置図
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１．事業概要

２．道路交通上の課題

● 起 終 点：福島県伊達市霊山町下小国～伊達郡桑折町大字松原

● 延 長 等：１２．２ｋｍ（２車線、設計速度８０ｋｍ／ｈ）

● 全体事業費：約５２０億円

● 計画交通量：約１３，５００台/日

だ て りょうぜんまちしもおぐに こおりまち まつばら

①防災・災害時の救助活動等

・東日本大震災時には「くしの歯作戦」の救援ルートとし
て自衛隊等も利用したが、福島都市圏の渋滞が復興支援
に支障となった（自衛隊ヒアリング結果）【写真１】

②住民生活

・相馬市等沿岸部は、第三次救急医療施設がな
いため市外の福島市へ約８割（８４件／年）
が搬送されている 【図３】

・線形不良箇所が多く、消防署からは搬送時の
課題も指摘されている【ヒアリング結果】

■相馬消防署の声

『患者の症状が悪化した』

・国道１１５号は急勾配等の線形不良箇所が
あり、安定した走行ができず患者の症状が
悪化したケースもある

図３ 第三次救急医療施設への搬送件数（H21～23）
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沿岸３市町福島方面
県立医大附属病院等

※全搬送件数：328件/3年
うち、福島方面 254件
うち、仙台方面 65件
うち、いわき方面 9件

仙台方面
東北大学病院等
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【復興支援道路】
一般国道115号（東北中央自動車道）相馬福島道路
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対象区間

B/C 1.4

総費用 410億円 総便益 555億円 基準年

事 業 費：380億円
維持管理費： 30億円

走行時間短縮便益：478億円
走行経費減少便益： 41億円
交通事故減少便益： 36億円

平成24年度

・経済的内部収益率(EIRR)：5.8％
※総費用・総便益については、基準年（H24)における現在価値を記入
※便益には３便益（走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益）を計上

費用対便益の詳細

出典：相馬消防本部資料
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・当該路線は、東日本大震災復興基本法第１８条に基づく「復興構想会議」における提言の中で、『太平
洋と東北道を繋ぐ横断軸の強化について、重点的に進めるべきである』と明記。

・また、福島復興再生特別措置法第５条１項に基づく「福島復興再生基本方針」において『相馬福島道路
は早期整備を着実に進める』と明記。

写真１ 福島都市圏の渋滞状況

※既事業中区間の効果を含む

相馬市から福島県立医科大学附属病院（福島市）までの
①搬送時間を約２１分短縮
②線形不良箇所１１２箇所を全て回避
③急勾配区間８区間を全て回避

効果１ 防災・災害時の救助活動等

・福島都市圏等を回避し、災害時には福島市を
はじめとする内陸部の支援拠点と相馬市など
の沿岸部を結ぶ高速ネットワークが形成され
る【図５】

③地域経済・地域社会等

・急勾配区間や線形不良箇所が多く存在
し、相馬～福島間の地域間連携や物資
輸送に支障【写真２、図４】
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図４ 国道１１５号の隘路状況
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効果３ 地域経済・地域社会等

・現道隘路区間を回避するとともに、高速ネット
ワークが形成されることで相馬港をはじめとす
る沿岸部と内陸部との交流を支援する【図５】

効果２ 住民生活

・第三次救急医療施設までの搬送時間が短縮され、
安静搬送による患者への負担軽減が期待される

写真２ 現道の線形不良箇所

最急縦断勾配=8.2%

図５ 内陸部と沿岸部の高速ネットワーク
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３．整備効果《防災面等の課題に対する効果》
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◆相馬IC～東北道
【整備前】R115利用

・距 離 ５４km
・所要時間 ７７分

◆相馬IC～東北道
【整備後】東北中央道利用

・距 離 ５１km
・所要時間 ３８分

ふくしま
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・当該リンク周辺の市町村から、最寄りの県庁所在地又は高
速道路ＩＣ、主要都市・拠点及び隣接市町村までの到達時間を
計測。
・当該リンクの整備による到達時間の短縮度合いからネット
ワーク全体の防災機能向上を評価。

一般国道１１５号（東北中央自動車道） 相馬福島道路（霊山～福島）に係る新規事業採択時評価
そ う ま ふ く し ま

①主要都市・拠点間の防災機能の向上 【評価：◎】

②市町村間等の連結性の向上 【評価：◎】

ランク 耐災害性 多重性
A あり あり
B あり －
C なし あり
D なし なし

※隣接事業中・調査中区間が整備済と仮定

弱点度（整備前） 弱点度（整備後） 改善度

９．９ １．０ ９．９

●相馬市～福島市の評価

（目標）
現 況 → 整備後

（Ｂ）
D → Ｂ

３．整備効果 ＜＜防災面のネットワーク上のリンクとしての評価＞＞

【現況の評価レベル（東北地方）】 【整備後の評価レベル（東北地方） 】

現 況：主経路（国道１１
５号）に通行規制箇所が

あるため、評価レベルは
Ｄとなる。

整備後：当該事業のルー
トが隘路箇所（幅員５．５
ｍ未満）、通行規制箇所
を避けて計画しており、災
害危険性はないが、迂回
路がないため評価レベル
はＢとなる。

りょうぜん

【弱点度の計測の例（東北地方）】 【改善度の計測の例（東北地方）】

全２８６リンク 全２８６リンク

当該リンク

当該リンク

①改善度が１より大：１２４
②改善度が１ ：１６２

①

① ②K=1.0

①災害時不通 ： ６８

②災害時迂回有り： ９１
③災害時迂回無し：１２７

② ③

ふくしま
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東北中央自動車道（福島～米沢）（事業中）

直轄高速 L=28.0km

H29開通予定

現道（国道349号）
Ｈ22： 8,700台/日

現道（国道349号）
Ｈ22： 9,200台/日

現道（福島保原線）
Ｈ22：16,800台/日

現道（国道115号）
Ｈ22： 7,300台/日

現道（国道115号）
Ｈ22：15,300台/日

現道（国道4号）
Ｈ22：30,300台/日

現道（国道13号）
Ｈ22：26,800台/日

現道（福島保原線）
Ｈ22：14,100台/日

現道（国道399号）
Ｈ22：15,500台/日

霊山～福島
L=12.2km

霊山道路（事業中）
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現道（国道349号）
Ｈ22： 9,200台/日

一般国道115号 相馬福島道路

（第三次救急医療施設）
福島県立医科大学附属病院

陸上自衛隊
福島駐屯地
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主要地方道ほか（県道も含む）

一般国道（指定区間外）

凡 例

対象区間

当該路線の事業中区間

高規格幹線

一般国道（指定区間）

主要拠点

現道状況
Ｒ＜150m
ｉ＞5.0％

死傷事故率 100件/億台キロ以上

対象路線沿線工業団地

防災点検対策箇所

主要渋滞箇所

東北縦貫自動車道
Ｈ22：29,800台/日

東北縦貫自動車道
Ｈ22：31,500台/日

東北縦貫自動車道
Ｈ22：37,400台/日

Ｈ42：13,500台/日
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【一般部】

【橋梁部】

【トンネル部】

13.5

2.5 2.51.53.5 3.5

12.0

1.75 1.751.53.5 3.5

12.0

1.75 1.751.53.5 3.5

橋梁
L=約40m 橋梁L=約1,220m 橋梁L=約40m

橋梁L=約290m

橋梁L=約30m 橋梁L=約50m 橋梁L=約380m

トンネルL=約310m橋梁L=約20m

橋梁L=約240m トンネルL=約430m

橋梁L=約200m トンネルL=約400m

橋梁L=約200m 橋梁L=約120m

東北
自動車

道

国道
115

号

阿武
隈急行

線(仮
)福

島保原線IC

国道
399

号

阿武
隈川

（仮
）国

道
4号

IC

(県
)国

見
福島線

JR
東北

本線JR
東北

新幹線
（仮

）霊
山
IC

（仮
）福

島
北JC

T

（県
）山

口
保原線

ふくし
まきた

ふくし
まほばらせ

ん
りょ

うぜ
ん計画縦断図

全体延長 ：12.2km
土工延長 ： 8.3km
橋梁延長 ： 2.8km
ﾄﾝﾈﾙ延長 ： 1.1km

一般国道115号（東北中央自動車道） 相馬福島道路（霊山～福島）に係る新規事業採択時評価
そ う ま ふ く し ま りょうぜん ふくしま
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福島市役所

I＞5.0%（Imax8.2%)

②内陸と沿岸の連携
（第三次救急医療施設へのアクセスと産業の連携）

○相馬地域から第三次救急医療施設への60分圏域外人口が多数存在（図２）
（圏域外人口約11.4万人）

一般国道１１５号（東北中央自動車道）相馬福島道路（霊山～福島）における計画段階評価

１．福島県北部地域の課題

①復興支援のための東西軸構築
②第三次救急医療施設への速達性確保
③工業拠点と港湾・IC間の連携強化による産業支援

３．政策目標

２．原因分析

○相馬～福島間を結ぶ国道115号は、内陸と被

災地を結び、東日本大震災においても支援
ルートとして機能したが、万が一寸断した際に
は代替路が確保できていない （図１）

○原発の影響に伴う国道６号の通行止めにより、
相馬市～いわき市間の交通は、脆弱な国道
115号を経由する広域迂回を強いられている

（図１）

※迂回ルートは第１次緊急輸送道路を設定

（震災前102km → 震災後179km（77kmの増加））

①重要となる内陸部との経路が脆弱

○コンテナ貨物が集積する内陸部からの最寄り港湾は相馬港であるが、多数が京浜港を利用し
ており、産業面において内陸部と沿岸部の連携が不十分（図３）

○国道115号は現道隘路や福島都市圏の交通混雑により速達性
を確保できない（写真２・３、図５）

②相馬～福島間を結ぶ国道115号は
速達性が確保できていない

図４ 緊急輸送道路の指定状況と
高速道路の整備状況

図５ 国道115号の隘路状況

図１ 各種拠点と迂回発生状況

震災後ルート
（179km）

震災前ルート
（102km）
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三陸縦貫道等の緊急整備や太平洋沿岸と
東北道を繋ぐ横断軸の強化

東日本大震災からの復興の基本方針抜粋
（H23.8東日本大震災復興対策本部）

○国道115号は過去１０年間（H14～H23）で自然災
害等による全面通行止が９回発生（写真１、図４）
（H18.6は大雨による土砂災害で約１ヶ月の通行止め）

①相馬～福島間の第１次緊急輸送道
路は国道115号のみだが、災害等
に対し脆弱であり、信頼性が低い

写真１ H18.6土砂災害時の状況
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図２ 第３次医療施設60分圏域図（現況）
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写真２ 福島都市圏の渋滞状況
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図３ 福島・米沢発着のコンテナ貨物の利用港湾

相馬地域（新地・相馬・南相馬）の
第三次救急医療施設60分圏域外人口

11.4万人（枠内の白部分）

凡例

高次医療60分カバー圏

霊山～福島 相馬地域（新地・相馬・南相馬）の
第三次救急医療施設60分圏域外人口

11.4万人（枠内の白部分）

凡例

高次医療60分カバー圏

凡例

高次医療60分カバー圏

霊山～福島

ふ く し ま

写真３ 現道の線形不良箇所（R=75m）

そ う ま ふ く し ま

対象区間（高速道路）

事業中（高速道路）

緊急輸送路線
（第1次確保路線）

避難指示区域等

【参考①】

４



（参考）当該事業の経緯
地元調整の状況等
・平成23年 9月 アンケートで地域の課題と政策目標、対策案に対する意見を聴取
・平成23年11月 東北地方小委員会において、案①が妥当と判断
・平成23年12月 アンケートで概ねのルートと出入り口に関する意見を聴取
・平成23年12月 東北地方小委員会において、ルートと出入り口について了承
・平成24年 7月 都市計画決定告示

地域の要望等
・平成25年 1月 福島県知事が国土交通大臣に、相馬福島道路の相馬～福島間全線を

国で早期に整備するよう要望
・平成25年 3月 福島県知事が国土交通大臣に、霊山～福島間の新規事業化を要望

（対応者は副知事と政務官）
・平成25年 3月 伊達市長（東北中央道建設促進期成同盟会副会長）及び東北中央道建設促進

議員協議会会長が国土交通大臣に、霊山～福島間の新規事業化を要望
・平成25年 3月 福島県知事が国土交通大臣に、霊山～福島間の新規事業化を要望図６ 東北中央自動車道（霊山～福島）における対策案検討

評価軸
【案①】北廻り直結案（約13ｋｍ） 【案②】南廻り直結案（約18ｋｍ）

伊達市内を最短で通過し東北道と接続する案 霊山ICから国道１１５号現道と一部並行し、福島市を通過しながら東北道と接続する案

復興支援のための東西軸構築

指標：緊急輸送道路の多重化と、いわき～
相馬間の所要時間短縮

○

相馬～福島間の緊急輸送道路が多重化（国道115号と東北中央道）

△

相馬～福島間の緊急輸送道路が多重化（国道115号と東北中央道）。

・いわき～相馬間の迂回時間を短縮（福島市、東北道経由）
【現況】１９６分 → 【既事業化供用時】１７４分 → 【整備後】１５７分

・いわき～相馬間の迂回時間を短縮（福島市、東北道経由）
【現況】１９６分 → 【既事業化供用時】１７４分 → 【整備後】１６１分

第三次救急医療施設への
速達性向上

指標：相馬地域から福島県立医科大学附
属病院への60分圏内外人口

○

相馬地域から第三次救急医療施設までのアクセス改善

○

相馬地域から第三次救急医療施設までのアクセス改善

・相馬地域の第三次救急医療施設60分圏域外人口
【現況】11.4万人 → 【整備後】9.5万人（16％減少）

・相馬地域の第三次救急医療施設60分圏域外人口
【現況】11.4万人 → 【整備後】 9.5万人（16％減少）

工業拠点と港湾・IC間の

連携強化による産業支援

指標：工業団地～相馬間の所要時間

○

現道隘路や高さ未指定区間の解消し、物流経路を確保

△

現道隘路や高さ未指定区間の解消し、物流経路を確保

・福島・伊達市内工業団地から相馬港間の所要時間
【現況】８０分 → 【既事業化供用時】６０分 → 【整備後】５６分

福島・伊達市内工業団地から相馬港間の所要時間
【現況】８０分 → 【既事業化供用時】６０分 → 【整備後】５７分

経済性 約４００～５００億円 約７００～８００億円

総合評価 ○ △

対応方針：案①（北回り直結案）による対策が妥当
【計画概要】

・路 線 名：相馬福島道路（霊山～福島）
・区 間：福島県伊達市霊山町下小国～福島県伊達郡桑折町大字松原
・概略延長：約１３km
・設計速度：８０km/h
・概ねのルート：図６の案①（北廻り直結案）の通り

４．対策案の検討

一般国道１１５号（東北中央自動車道）相馬福島道路（霊山～福島）における計画段階評価
りょうぜん ふ く し まそ う ま ふ く し ま

H29供用予定

【参考②】

５


